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【開発の背景】 
大玉トマトの代表品種であるファースト系トマトは，

甘さと酸味のバランスに優れ，果肉が多いことが特長で

す（図 1）。しかし，輸送性などに優れる丸玉系の品種が

台頭したため，現在では産地も少なく，市場で希少価値

の高い品種となっています。 

ＪＡ竜ケ崎施設園芸部会では食味に優れる希少品種    

レディーファーストの生産に取り組んでおり，平成 12  

年には県青果物銘柄産地の指定を受けています。 

 同部会では，レディーファーストの魅力発信に向け

て，食のアドバイザーとの連携による情報発信やパネル

展示による販売促進活動など，さまざまな取り組みを行

っています。  

                 

【研究の目的】 
当センターではレディーファーストのブランド化に 

向けて，うまみ成分を“見える化”するために，食品 

の味に関与するアミノ酸（グルタミン酸，アスパラギン 

酸等）の分析を行いました。 

 
【研究の内容】 

                   レディーファーストと一般的なトマト品種（対照品） 

                  についてグルタミン酸，アスパラギン酸の含量を測定し

ました（図 2，表 1）。  

その結果，レディーファーストには一般的なトマト品 

種に比べて両方のアミノ酸が多く含まれることが分か

りました。 

また，血圧降下作用や精神安定作用などが報告されて                       

い いるγ（ガンマ）-アミノ酪酸（GABA）含量も多いこと 

が分かりました。 

                    

【成果の用途・実用化】 
                   レディーファーストは，これまでも「トマト本来の味 

が楽しめる品種で非常においしい」という声があり，根

強いファンから支持されていました。 

今回，レディーファーストが一般的なトマト品種より 

もグルタミン酸やアスパラギン酸，機能性成分の GABAが

多く含まれることが明らかになったことで，うま味成分

の“見える化”によるさらなる魅力の向上が期待されま

す。 

 同部会ではアミノ酸の測定データをもとにレディーフ

ァーストの PRパンフレットを作成して，行政とも連携し

ながら龍ケ崎トマトのブランド化に取り組んでいます。 
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左：レディーファースト，右：対照品 

図１ トマト外観 

 

上：レディーファースト，下：対照品 

図２ アミノ酸分析クロマトグラム 

 

表１ アミノ酸の測定結果 

グルタミン酸 

アスパラ 

ギン酸 

グルタミン酸 

ＧＡＢＡ 

アスパラ 

ギン酸 

ＧＡＢＡ 


